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わかば 599 号（1998.2） 

テーマ：おと博士のミュージカル  ねらい：音が聞こえるありがたさを知る・手作り楽器団 
時間 担当 項 目  ・  内 容 準備品 
 （  ） １．集まってくる間 

○後で使用する手作り楽器の材料を展示しておく。 
（打楽器になりそうなものなら、何でもよい） 

手作り楽器の 
材料 

０ 

(10) 

（  ） ２．開会 
①はじまりのことば 

  （セレモニーの説明もする） 
②セレモニー（お届け、天地書附） 

 

10 

(３) 

（  ） ３．導入の話 

○耳が聞こえ、音がわかり、声が出るというのは、

神様から頂いたすばらしい能力である。その力を

大いにのばして、人生をたのしくすることができ

るのは、ありがたいことである。 

○「うた」は、大きな声で堂々とうたい、大いに楽

しもう。上手、下手の問題ではない、元気な声が

尊いのである。 

 

13 

(７) 

（  ） ４．歌「山賊の歌」 

○リーダーがうたい、みんなが追いかけてうたう方

法で１、２番を歌う。 

（リーダー）あめ（みんな）あめ・・・ 

○みんな、あるいは一部の人が知っているならば、

いきなり、歌い出しても良い。誰も知らないとき

には、歌い方の説明からはじめる。 

(1)雨がふれば、小川ができ、 

風が吹けば、山ができる、 

ヤッホヤッホホホ、さみしい所、 

ヤッホヤッホホホ、さみしい所 

(2)夜になれば、空には星、 

月が出れば、おいらの世界 

ヤッホヤッホホホ、みんなを呼べ、 

ヤッホヤッホホホ、みんなを呼べ 

※作詞して、みんなでうたうのも楽しい。 

 

20 

（10） 

（  ） ５．動作つき歌「気のいいアヒル」 

○一番だけのチャートを貼り、みんなで歌って覚え

る。 

○次に動作を覚える。 

両手の指を広げ、手のひらを前に向けて、胸の前

歌詞チャート 
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にかまえる。３拍子のリズムに合わせて、三角形

を作るように両手を合わせて、三角形を作るよう

に両手を同方向に動かす。 

(1)昔、あひるは、体が大きくて、海も渡れば、魚

も食べたよ、トララララ、ララララ、・・・ 

※言葉のところは、振り付けを考え、トラララ

ラ・・・のところだけ、三角形の動作を行う方が

おもしろい。 

(2)ある日あひるは川辺に来たが、どこも激しい流

れだったよ、トラララ・・・ 

(3)こいつはちょっと考えもの、おぼれて死んだら

つまらない、トララララ・・・ 

(4)あひるは岸辺で、ぶらぶら暮らし、足はちぢま

る、体は弱る、トララララ・・・ 

(5)とうとう人間につかまえられて、気のいいあひ

るはブタ小屋住まい、トララララ・・・ 

30 

（５） 

（  ） ６．音博士登場 

○どこかに、音博士がいる。ヒントのテープをかけ

るから、その音を聞いて、博士を捜し出して来て

欲しい。分かったらすぐに行くこと。 

○音を流す。 

（ドアの音。ノブを回す音。スリッパの音。ＷＣ

ペーパーを引っ張る音。水を流す音（ジャ

ー）。・・・） 

※事前にトイレに音博士の絵と、問題入りのカセッ

トテープをかくしておく。ただし、トイレに入ら

れて見つからぬよう、工夫しておくこと。 

カセット 
レコーダー1 
テープ 1 

（ヒント） 
音博士の絵 1 
問題入りの 

カセット 
テープ 1 

35 

（15） 

（  ） ７．音博士の問題「さかさにうたえ」 

○これから音博士が作った問題テープを聴いて、みん

なで正しく歌いたい。 

○「ドーレーミー」のメロディで、「アーイーウー」と

うたうと、続いて、さかさまに「ミーレードー」の

メロディで「ウーイーアー」と歌ってほしい。 

○たとえば「カーイースー」→「スーイーカー」 

        ド レ ミ はい ミ レ ド 

となる。 

○問題（テープの内容）と答の例 

〈問題〉〈答〉 

・「トーマートー」→「トーマートー」 
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・「ビースーナー」→「ナースービー」 

・「ンジンニ」→「ニンジン」 

ドレミファ ファミレド 

・「スリギリキ」→「キリギリス」 

ドレミファソ ソファミレド 

・「しどんふのめがな」→「ながめのふんどし」 

ドレミファソラシド ドシラソファミレド 

※だんだん字数を多くしていく。わかりにくいようだ

と、ゆっくりしてもよい。テープをやめて、人が歌

ってもよい。 

50 

（10） 

（  ） ８．うた「森のくまさん」 

○しんどい問題だったので、ひとつ思いっきり、よく

知った歌をうたおう。おいかけ方式でいきなり歌い

出す。 

(1)ある日、森の中、くまさんに出会った。 

花咲く森の道、くまさんに出会った。 

(2)くまさんの、言うことにゃ、おじょうさん、お逃

げなさい。 

スタコラ、サッサッサノサ、 

スタコラ、サッサッサノサ 

(3)ところが、くまさんが、あとから、ついてくる 

トコトコ、トッコトッコト、 

トコトコ、トッコトッコト 

(4)おじょうさん、お待ちなさい、 

ちょっと、落としもの 

白い貝がらの、小さなイヤリング 

(5)あらくまさん、ありがとう、 

お礼にうたいましょう 

ラララ、ラララララ、ラララ、ラララララ 

歌詞チャート 
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（20） 

（  ） ９．音を作ろう 

○各自、一つずつ音が出るものを手にする。 

あらかじめ、打楽器として、音の出るものを用意し

ておく。おしげのないものがよい。 

（例）フライパン、ナベのフタ、竹筒、バケツ、棒、

湯呑み、空き缶、ドラム缶、石油カンなど 

○各自、音を出す。ストップさせる。 

○リズムの基本パターンにより、４グループに分け、

練習する。下に一例を示す。 

 

左の楽器の材料 

（人数分） 

リズム図 



 

※ある程度できるまで、時間をかける。 

４パート別々に教えるが、早めに合奏に入り、リズ

ムが崩れないようにする。自然に手が動き、体でリ

ズムをとるようにする。 

80 

（15） 

 10．音の和、発表会 

○「森のくまさん」に合わせて、リズム合奏をする。 

歌いながら、リズムをきざめるとよいが、ムリな

らば、歌い手とリズムグループを分ける。 

○大いに楽しむ。リズム１の音が一番に入ってから「あ

る日・・・」となるので、注意する。 

 

95 

（10） 

（  ） 11．お話 

○音楽、リズムを楽しむ力、絵、体を動かすことなど

すべて、天地の間で、自分に頂いた力である。 

○人は、天地の間で色々なものを頂いて生まれてきた。

良いところも、悪いところもすべて、たまわったも

のである。よいわるいは、その時々のもの。大いに

発揮すれば、天地も喜ばれる。 

お茶 

85 

（５） 

90 

（  ） 12．閉会 

①セレモニー（お届け、天地書付など） 

②おわりのことば 
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